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TAIWAN

　胸をはずませながら台北の桃園

国際空港に降り立つと、関西の方

によくいる風情の台湾のおばさん

が、私の名前が書かれたプレートを

持って立っていた。

　おばさんの人好きのする笑顔

が、単身で台湾にやってきた心細

い私の心を和ませた。名乗ると寮ま

で案内してくれたのだが、戦慄を覚

えたというのが正直な感想だ。

　何故なら、私がこれから１カ月お

世話になる寮は、街からはずれに

はずれ、ちょっと尋常ではない坂を

のぼりにのぼった山の上に建って

いたからだ。

　部屋もベッドと机が申し訳程度に

置かれているだけ。監獄か何かな

のだろうか、と思ったほどだ。しかし、

“住めば都”という素晴らしい言葉

が存在する。人間はいかなる環境

にも慣れていく生き物で、3日もすれ

ばすぐにこの環境にも順応できる

に違いない。

　『白門書房』は、中央大学が発行する広報誌を集め

た、日本の大学初の電子書籍配信アプリです。

　『HAKUMON Chuo』のバックナンバーはもちろん、

これまで印刷物のみで配布していた中央大学の大学

案内誌や学部ガイドブック、大学院・専門職大学院案

内、附属学校案内などを、電子ブックの形式でダウン

ロードできます。

　利用方法は簡単。Apple Inc. が運営するiPhone、

iPod touch、iPad向けソフトウェアのダウンロードサービ

スであるApp Store（アップストア）から『白門書房』をダ

ウンロードします。Appストアへは、無線LAN（Wi-Fi）を

通じてどこからでもダウンロードできます。

　『白門書房』をダウンロードすると、あらかじめ本棚に

収められている大学案内他4冊の広報誌を読むことが

できます。ダウンロード後は、インターネットへの接続環境

がなくても、電子ブックを開くことができます。

　過去のバックナンバーや他の媒体を読みたい場合

は、3GやWi-Fiを通じて「ストア」にアクセスし、何冊で

もダウンロード可能です。

　なお、同様のサービスをAndroid版でも提供してお

りますので、ぜひご利用ください。（Android4.0以上

推奨）

　本電子書籍・ドキュメント配信システムは、電子書籍

出版社である想隆社が開発したものであり、今後も、新

刊本発刊次第、順次電子ブックで提供する予定です。

　『白門書房』アプリについての詳細は、以下のサイト

よりご覧いただけます。

http://itunes.apple.com/jp/app/id413465097

とまではいかないが、同じ生き物同

士、仲良く共存していこうではない

か、そういったある種悟りのようなも

のを開くことができたのも、留学の

収穫の一つだと（無理やり）思うこ

とにしている。

　 ジン王子

　台湾の大学は実に面白い所

だった。大学でできた友達は、皆と

てもユニークな人たちだったから、

１カ月間全く退屈しなかった。クラス

の友達の一人に、ジンという男の子

がいた。タイ出身で、まるで王子の

ようなルックスをしている。

　実際にお金をたくさん持ってい

て、滞在中の１カ月、高級ホテル住

まいだったところからみても、王子か

何かだったのかもしれない。

　８月13日のことだ。この日は台湾

のバレンタインデー。台湾では女性

が男性にチョコを贈るのはもちろ

　そんなことを考えながら共同のトイ

レに向かうと、生命力の強すぎる、

お茶の間人気ワーストでお馴染み

の、あの虫が闊歩しているところ

だった。

　無理じゃないかな！心の中で叫

んだ。しかし、台湾での日々は続い

ていくのだ。これから１カ月。大きな

不安を胸に抱いて、その日は眠るこ

とにした。

　不安に埋もれて、窒息しそうだっ

た。実際、ご飯が喉を通らなかっ

た。それでもなんだかんだで、寮や

大学に慣れ、友達もできた。数日後

には台湾生活を謳歌していた。

　台湾で学んだことの一つに、

“共存精神”というのがある。あの

虫は、どうやら街のそこらじゅうに存

在しているようだ。確かに、あいつら

は少し不快なルックスをした虫かも

しれないが、同じ生き物だ。コソコソ

と動く姿も、恥ずかしがり屋さんな

のかなと思えば可愛いもの。友達、

ん、男性が女性に贈ってもよいとい

う風習がある。ジンはクラスの総勢

12人にチョコレートをプレゼントしてく

れた。さすが王子だ。ジンからもらっ

たチョコレートは、とても美味しかっ

たのだが、なんの因果か、チョコレー

トを食べていないジンが後日虫歯に

なった。

　ジンは歯医者に行くため、寂しそ

うに授業を早退した。その日から、ジ

ンは授業中も歯が痛いと終始呟い

ていた。後ろの席で言うものだから、

私も心配になり授業に集中できな

かった。

　白い歯を見せて笑う姿がチャー

ミングで魅力的だったジン。今ごろ、

歯痛が治っているとよいのだが。

　大学図書館で知り合ったイスラ

エル人の留学生、デーニョの話をし

たいと思う。彼は17歳の少年だ。初

めて会ったときの驚きは、なかなか

言葉では表現できない。クラスで劣

等生だった私は、毎日授業が終わ

ると図書館で必死に勉強をしてい

た。「お～、謝謝」しか言えない日々

が１週間続いていて、このままでは

さすがにまずいと、ひたすら教科書

にかじりついていた。

　 マジック・デーニョ

　そんなとき、隣の席に座っていた

見ず知らずの少年が「君にマジック

を見せたい」と話しかけてきた。この

　互いに帰る国があるわけだから、

別れの瞬間が必ずやってくる。「今

週の土曜日、国に帰るよ」とデー

ニョは言ってきた。その日は水曜日

だったから、会える時間はほとんど

なかった。とても寂しく思いながら

も、湿っぽいのが嫌いなので「そっ

か、ありがとね、今まですごく楽し

かったよ」と笑顔で返した。

　イスラエルに帰ったら何をするの

か。何気なく聞いたのだが、彼の思

いもよらない返事にハッとした。

　銃を撃つジェスチャーをするデー

ニョ。中国語では伝わらないと思っ

たのか（デーニョは私よりもはるかに

中国語ができた）、英語で「ミリタ

リー」と言った。兵役だ。そうだ。どう

して今まで気づかなかったのだろ

う。デーニョは１７歳。イスラエルで

は、男子は１８歳になったら３年間

兵役に行かなくてはならない。なん

となくは知っていたはずなのに、温

室でぬくぬく暮らしていた私は、

人物こそ、デー

ニョ少年なので

ある。中国語にと

りつかれていた

私は、「まじっく」

を必死に漢字に

変換して組み立

てようとしたがう

まくいかず、一人

困惑していると、

デーニョが懐から

トランプを取り出した。

　そこでやっと、ああ、“magic”か、

と理解した。理解したものの理解で

きない。どうして図書館でマジックな

んて…？　この人の国ではマジック

を披露するのが挨拶の一つなの

か。とにかく、黙って見ていることに

した。それは私の想像の域を軽く超

えて、マジックというにはあまりにも

壮絶。イリュージョン？いや、念通

力、エスパーという類だろうか。デー

ニョが何をしたのかは記述しない。

文章にすると、なんだか嘘くさくなっ

てしまう。というわけで、私とデーニョ

の出会いは普通ではなかったから、

私の留学体験の中でも、デーニョは

ひと際印象深い存在となった。

　壮絶マジックだけではなかった。

私たちは、その後も昼食を一緒に

食べたり、ときにはデーニョに凄ま

じいイリュージョンを披露してもらっ

たり、とても楽しい友人関係を築い

ていた。

中国文化大学
ＪＴＢの短期中国語留学プランで、２０１３年
７月２６日から８月２５日の２６日間、台北市の
中国文化大学で中国語を学んだ。

デーニョがイスラエル出身だと自己

紹介したときも、年齢を言ったとき

も、兵役のことは頭の片隅にも浮か

ばなかった。

　心臓をギュッとつかまれたような

気分になり、しばらく何も言えな

かった。やっと言葉が出そうになっ

ても、私は英語も中国語も堪能で

はない。思っていることをうまく表現

できない。こういうときのために、言

葉はあるのではないか。私はなぜ

何も言えないのだろう。悔しくて仕

方がなかった。

常に充実した日々を過ごすことが

できた。

　これから台湾に行く人に伝えて

おきたいのは、とにかくあの陰湿な

虫が多いこと、水道水は絶対に飲

んではいけないということ。「そうは

言っても平気でしょう、ちょっとくら

い」なんて、思わないほうがいい。

　小龍包はお酢と醤油の比を３対

１にすると絶対に美味しい。

　こうしたことを押さえておけば、楽

しい台湾旅行、もしくは留学ができ

るに違いない。一つ残念なことは、

関西人の友達と行動を共にしてい

たせいで、中国語より関西弁の方

がうまくなってしまった。

　ほな、このへんで。

　英語を喋れたとしても、中国語を

喋れたとしても、何も言えないので

はないだろうか。そんなことを思う

と、手元にある牛丼を黙々と食べる

しかなかった。やっと出てきた言葉

が、「小心、小心」（気をつけてね）

だけだったのだが、デーニョはいつ

もの笑顔で「謝謝」と言ってくれた。

　翌日は台風が直撃して大学は休

講。金曜日は私が寝坊してしまった

ので、デーニョとは会えずに終わっ

た。しかし、彼はまたマジックを見せ

てくれると言っていたので、楽しみに

するとしよう。さらに彼のマジックの

腕が上達するとすれば、それはそれ

で末恐ろしい限りだ。どこかの惑星

を動かしたりなんかも平気でできそう

である。この発言が別に大げさでは

ないのが、さらに恐ろしい。

　面白い友達に囲まれていたお

かげで、台湾に留学した１カ月、非
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ても、私は英語も中国語も堪能で

はない。思っていることをうまく表現

できない。こういうときのために、言

葉はあるのではないか。私はなぜ

何も言えないのだろう。悔しくて仕

方がなかった。

常に充実した日々を過ごすことが

できた。

　これから台湾に行く人に伝えて

おきたいのは、とにかくあの陰湿な

虫が多いこと、水道水は絶対に飲

んではいけないということ。「そうは

言っても平気でしょう、ちょっとくら

い」なんて、思わないほうがいい。

　小龍包はお酢と醤油の比を３対

１にすると絶対に美味しい。

　こうしたことを押さえておけば、楽

しい台湾旅行、もしくは留学ができ

るに違いない。一つ残念なことは、

関西人の友達と行動を共にしてい

たせいで、中国語より関西弁の方

がうまくなってしまった。

　ほな、このへんで。

　英語を喋れたとしても、中国語を

喋れたとしても、何も言えないので

はないだろうか。そんなことを思う

と、手元にある牛丼を黙々と食べる

しかなかった。やっと出てきた言葉

が、「小心、小心」（気をつけてね）

だけだったのだが、デーニョはいつ

もの笑顔で「謝謝」と言ってくれた。

　翌日は台風が直撃して大学は休

講。金曜日は私が寝坊してしまった

ので、デーニョとは会えずに終わっ

た。しかし、彼はまたマジックを見せ

てくれると言っていたので、楽しみに

するとしよう。さらに彼のマジックの

腕が上達するとすれば、それはそれ

で末恐ろしい限りだ。どこかの惑星

を動かしたりなんかも平気でできそう

である。この発言が別に大げさでは

ないのが、さらに恐ろしい。

　面白い友達に囲まれていたお

かげで、台湾に留学した１カ月、非
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台湾で出会った曲者たち

学生記者の
短期留学レポート

電子書籍アプリ『白門書房』

台湾で出会った
曲者たち

文＆写真　学生記者　田中未来（文学部２年）

TAIWAN

　胸をはずませながら台北の桃園
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ばすぐにこの環境にも順応できる

に違いない。

　『白門書房』は、中央大学が発行する広報誌を集め

た、日本の大学初の電子書籍配信アプリです。

　『HAKUMON Chuo』のバックナンバーはもちろん、

これまで印刷物のみで配布していた中央大学の大学

案内誌や学部ガイドブック、大学院・専門職大学院案

内、附属学校案内などを、電子ブックの形式でダウン

ロードできます。

　利用方法は簡単。Apple Inc. が運営するiPhone、
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とまではいかないが、同じ生き物同

士、仲良く共存していこうではない

か、そういったある種悟りのようなも

のを開くことができたのも、留学の

収穫の一つだと（無理やり）思うこ

とにしている。

　 ジン王子

　台湾の大学は実に面白い所

だった。大学でできた友達は、皆と

てもユニークな人たちだったから、

１カ月間全く退屈しなかった。クラス

の友達の一人に、ジンという男の子

がいた。タイ出身で、まるで王子の

ようなルックスをしている。

　実際にお金をたくさん持ってい

て、滞在中の１カ月、高級ホテル住

まいだったところからみても、王子か

何かだったのかもしれない。
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　そんなことを考えながら共同のトイ

レに向かうと、生命力の強すぎる、

お茶の間人気ワーストでお馴染み

の、あの虫が闊歩しているところ

だった。

　無理じゃないかな！心の中で叫

んだ。しかし、台湾での日々は続い

ていくのだ。これから１カ月。大きな

不安を胸に抱いて、その日は眠るこ

とにした。

　不安に埋もれて、窒息しそうだっ

た。実際、ご飯が喉を通らなかっ

た。それでもなんだかんだで、寮や

大学に慣れ、友達もできた。数日後

には台湾生活を謳歌していた。

　台湾で学んだことの一つに、

“共存精神”というのがある。あの

虫は、どうやら街のそこらじゅうに存

在しているようだ。確かに、あいつら

は少し不快なルックスをした虫かも

しれないが、同じ生き物だ。コソコソ

と動く姿も、恥ずかしがり屋さんな

のかなと思えば可愛いもの。友達、

ん、男性が女性に贈ってもよいとい

う風習がある。ジンはクラスの総勢

12人にチョコレートをプレゼントしてく

れた。さすが王子だ。ジンからもらっ

たチョコレートは、とても美味しかっ

たのだが、なんの因果か、チョコレー

トを食べていないジンが後日虫歯に

なった。

　ジンは歯医者に行くため、寂しそ

うに授業を早退した。その日から、ジ

ンは授業中も歯が痛いと終始呟い

ていた。後ろの席で言うものだから、

私も心配になり授業に集中できな

かった。

　白い歯を見せて笑う姿がチャー

ミングで魅力的だったジン。今ごろ、

歯痛が治っているとよいのだが。

　大学図書館で知り合ったイスラ

エル人の留学生、デーニョの話をし

たいと思う。彼は17歳の少年だ。初
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にかじりついていた。
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中国語ができた）、英語で「ミリタ

リー」と言った。兵役だ。そうだ。どう

して今まで気づかなかったのだろ

う。デーニョは１７歳。イスラエルで

は、男子は１８歳になったら３年間

兵役に行かなくてはならない。なん
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室でぬくぬく暮らしていた私は、

人物こそ、デー

ニョ少年なので

ある。中国語にと

りつかれていた

私は、「まじっく」

を必死に漢字に

変換して組み立

てようとしたがう

まくいかず、一人

困惑していると、

デーニョが懐から

トランプを取り出した。

　そこでやっと、ああ、“magic”か、

と理解した。理解したものの理解で

きない。どうして図書館でマジックな

んて…？　この人の国ではマジック

を披露するのが挨拶の一つなの

か。とにかく、黙って見ていることに

した。それは私の想像の域を軽く超

えて、マジックというにはあまりにも

壮絶。イリュージョン？いや、念通

力、エスパーという類だろうか。デー

ニョが何をしたのかは記述しない。

文章にすると、なんだか嘘くさくなっ

てしまう。というわけで、私とデーニョ

の出会いは普通ではなかったから、

私の留学体験の中でも、デーニョは

ひと際印象深い存在となった。

　壮絶マジックだけではなかった。

私たちは、その後も昼食を一緒に

食べたり、ときにはデーニョに凄ま

じいイリュージョンを披露してもらっ

たり、とても楽しい友人関係を築い

ていた。
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